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新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、
全
国
的
に
開
花
が
遅
れ

て
い
た
今
年
の
桜
も
葉
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
四
月
は
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
若
者

た
ち
が
夢
と
希
望
と
不
安
を
胸
に
、
社
会
に
飛
び
立

っ
て
行
く
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
は
、
県
社
協
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
年
で
あ
り
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
社
会
福
祉

法
に
お
い
て
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
的
組
織
に
規

定
さ
れ
、
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実
強
化
を
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
県
社
協
活
動
推
進
計
画
五
カ
年
の

最
終
年
度
を
迎
え
、
現
在
、
本
会
職
員
が
全
員
参
加

し
て
、
忙
し
い
業
務
の
傍
ら
日
頃
の
事
業
執
行
を
通

し
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
の
整
理
や
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
県
民
の
皆
様
の
期
待
に
十

分
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
福
祉
推
進
に

お
け
る
今
後
の
県
社
協
の
役
割
、
そ
れ
に
伴
う
活

動
、
組
織
の
あ
り
方
を
そ
の
計
画
の
中
で
明
確
に
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
計
画
は
、
全
職
員
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
計
画
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
の
桜
の
花
が
咲
く
頃
に
は
、
新
し
い
組
織
の

も
と
充
実
し
た
事
業
、
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
、
県
民
の
方
々
の
更

な
る
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
社
協
事
務
局
長　

米
倉　

孝
治
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「信頼関係が大切」錠内友重さんは作業療法士として、介護老人保健施設ソフィア横浜で機能訓練と生活全般のリハビリを担当し
ている。リハビリはこうやれば治るというマニュアルはなく、一人ひとりの精神面を大切にし信頼関係を築く中で、その人にあった
方法を考えていくことが大切だという。「最近お年寄りの方の長い経験をすごく大事にしてあげたいと思う。その人の生活歴を考
えるようになりました」と話す錠内さんの原動力は、「リハビリを受ける方のチョッとした笑顔」だという。（写真・文　菊地信夫）
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　去る3月30日に開催した評議員会で、平成17年度
の本会事業計画・予算が決定しました。
　「新 神奈川県社会福祉協議会活動推進計画」の最
終年次を迎えるにあたり、17年度は計画事業の総
仕上げとして、セルフヘルプ活動の促進やともしび
運動の推進等、市民参加の一層の促進に取り組みま

地域福祉の一層の推進に向けて
～平成１７年度県社協事業計画・予算～

多
様
な
活
動
主
体
の
参
加
促
進

す。また、福祉サービスの質の向上を目的とする福
祉サービスの第三者評価事業の促進や災害時におけ
る福祉救援のあり方の検討等、計画期間内に蓄積し
た成果を踏まえながら、新たなニーズを見据えた事
業展開を進めるとともに、平成18年度を初年度と
する次期活動推進計画の策定に取り組みます。

　

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
活
動

に
関
す
る
相
談
や
学
習
・
交
流
の
機
会

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
自

ら
の
提
案
に
基
づ
く
協
働
事
業
や
、

「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
活
動
コ
ー
ナ
ー
」
の

運
営
を
通
じ
、
引
き
続
き
セ
ル
フ
ヘ
ル

プ
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
三
年
間
の
実
績
と
課
題
を
踏
ま

え
、「
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
支
援
事
業
推
進
方

針
」の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、当
事

者
自
ら
の
問
題
解
決
能
力
向
上
に
向
け

た
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
新
た

に
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
思
春
期
特
有
の
課
題
を
抱
え

る
青
少
年
支
援
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
向
け
た
思
春
期
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
や
、新
た
な
地
域
福
祉
の
担

い
手
と
し
て
注
目
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
普
及
に
向
け
た
調
査

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
専
門
性

強
化
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

か
な
が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
と
も
に
生
き
る
福
祉
社
会
づ
く

り
」
を
目
指
す
「
と
も
し
び
運
動
」
の

理
念
に
基
づ
き
、
と
も
し
び
ポ
ス
タ
ー

・
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
や
福
祉
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
開
催
等
に
よ
り
、
小
・
中
・

高
校
生
の
福
祉
意
識
の
醸
成
を
図
る
と

と
も
に
、「
と
も
し
び
基
金
」
を
活
用
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
市
民
活
動
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

�
　

ま
た
、
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
に

向
け
て
、
障
害
者
の
現
状
と
課
題
を
把

握
す
る「
と
も
し
び
ふ
れ
あ
い
調
査
」を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
就
労
支
援
の
講

演
会
や
、
障
害
者
週
間
記
念
事
業
の
開

催
、
就
労
の
場
と
し
て
の
「
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
」設
置
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
者
や
身
体
機
能
の
衰

え
た
高
齢
者
等
に
対
し
、Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、「
障

害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
」の
運
営
及
び
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
へ
の
研
修
会
の
開
催
、

Ｉ
Ｔ
普
及
促
進
の
た
め
の
啓
発
な
ど
の

障
害
者
の
社
会
参
加
と
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
の
促
進

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に

向
け
、
様
々
な
活
動
を
実
施
し
ま
す

（
事
業
の
詳
細
は
本
紙
七
面
に
掲
載
）。

�
　

市
町
村
社
協
へ
の
支
援
を
通
し
て
、

日
常
生
活
圏
域
に
お
け
る
生
活
課
題
の

解
決
を
図
り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
支
援
事
業
で
は
、
市
町
村

社
協
機
能
を
生
か
し
た
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
や
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
市
町
村
社
協
の
新
た
な
活

動
指
針
の
検
討
や
、「
地
域
福
祉
活
動

計
画
」
の
策
定
及
び
進
行
管
理
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
と
し

て
、
外
国
籍
県
民
と
の
共
生
に
向
け
た

「
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
」
の
検

討
、
住
民
活
動
の
推
進
・
調
整
役
で
あ

る
、「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
役
割
を
明
確
化
す
る
た
め
の
研
究
会

等
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
取
り
組
み
の
基
盤
と
な
る
市

町
村
社
協
の
運
営
体
制
強
化
に
向
け

て
、「
社
協
組
織
運
営
強
化
支
援
委
員

会
」
で
検
討
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村

社
協
役
職
員
を
対
象
と
し
た
階
層
別
・

課
題
別
の
研
修
を
新
た
に
実
施
し
ま

す
。併
せ
て
、市
町
村
合
併
に
か
か
る
社

協
へ
の
支
援
や
ブ
ロ
ッ
ク
別
連
絡
協
議

会
の
開
催
等
、
市
町
村
域
を
越
え
た
広

市
町
村
社
協
活
動
へ
の
総
合
的
な
支
援

平成17年度新規・重点事業（一部抜粋）

思春期サポートネットワーク事業 １，４０７
当事者支援推進事業 １，９７４
コミュニティビジネス普及事業 １，２５４
市町村ボランティアセンター専門性強化事業 １，４２９
ともしびふれあい調査 １，２３２
障害者週間記念事業 ６３５
障害者等へのＩＴ普及の推進事業 ３，７０１
地域づくり推進事業 ２，４４３
ＰＴ、ＯＴスキルアップ研修事業 ４００
福祉人材確保促進特別推進事業 ２，９５５

（単位：千円）

特集
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域
的
な
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

�
　

か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー

（
通
称 ：
あ
し
す
と
）で
は
、
引
き
続
き

権
利
擁
護
相
談
及
び
「
か
な
が
わ
福
祉

サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
」
に
よ

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
委
託
先
で
あ
る
市
町
村
社
協

へ
の
個
別
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
事
業
の
適
切
な
運
営
に
向
け
、
新

た
に
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
発

行
し
ま
す
。さ
ら
に
、か
な
が
わ
福
祉
サ

ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
で
は
、
市

町
村
社
協
や
実
施
主
体
で
あ
る
本
会
に

対
し
、必
要
な
調
査
・
助
言
等
を
行
う
運

営
監
視
事
業
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

�
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
普
及
に
向
け
、
福

祉
用
具
・
住
宅
改
造
に
つ
い
て
の
専
門

的
指
導
・
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
福

祉
用
具
等
に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
新
た
に
Ｏ

Ｔ
・
Ｐ
Ｔ
を
対
象
に
「
Ｏ
Ｔ
・
Ｐ
Ｔ
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

経
済
的
自
立
に
向
け
た
支
援
で
は
、

生
活
福
祉
資
金
、
離
職
者
支
援
資
金
、

長
期
生
活
支
援
資
金
等
の
各
種
貸
付
制

度
に
基
づ
く
支
援
や
、
か
な
が
わ
交
通

権
利
擁
護
の
推
進

自
立
し
た
生
活
を
支
え
る
た
め
に

遺
児
・
子
ど
も
福
祉
基
金
に
基
づ
く
激

励
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
（
被
保

護
援
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六

年
度
を
持
っ
て
事
業
廃
止
）。

�
　

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
の
さ
ら
な
る
確
保

に
向
け
て
、
福
祉
職
場
未
体
験
者
を
対

象
に
、
福
祉
入
門
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
資

格
取
得
者
の
就
労
促
進
を
図
る
た
め
、

実
践
力
養
成
を
目
的
と
し
た
現
場
体
験

実
習
を
内
容
と
す
る
実
務
体
験
講
座
を

新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

福
祉
従
事
者
の
研
修
関
連
事
業
で

は
、
新
任
及
び
中
堅
職
員
、
指
導
的
職

員
、
経
営
者
及
び
管
理
者
と
い
っ
た
、

階
層
に
応
じ
た
基
礎
的
な
研
修
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
種
別
や
従
事

者
の
専
門
性
に
応
じ
た
課
題
別
・
専
門

別
の
研
修
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
現
場
で
の
人
材
育
成
支

援
を
目
的
と
し
た
研
修
受
講
履
歴
管
理

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
事
業
や
、
従
事
者

等
の
自
主
的
な
研
究
活
動
を
支
援
す
る

福
祉
実
践
研
究
活
動
等
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
県
等
と
と
も
に
、今
後
の
福

祉
人
材
養
成
の
あ
り
方
の
検
討
に
も
着

手
し
ま
す
。

�
　

社
会
福
祉
法
人
や
施
設
の
運
営
に
対

福
祉
人
材
の
確
保
と
育
成

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
む
け
て

す
る
透
明
性
の
確
保
と
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
支
援
す
る
た
め
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
自
己
評
価
活
動
の
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
・
障
害
者
入
所
施

設
、
保
育
所
及
び
認
知
症
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
を
対
象
と
し
た
第
三
者
評

価
事
業
を
実
施
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
と
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
選
択

の
支
援
を
促
進
し
ま
す
。

　

福
祉
施
設
経
営
指
導
事
業
で
は
、
施

設
に
お
け
る
労
務
、
経
理
な
ど
の
専
門

相
談
や
、
人
事
・
労
務
担
当
者
を
対
象

と
し
た
人
事
労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
公
認
会
計
士
を
派

遣
し
、
経
理
面
を
中
心
に
相
談
助
言
を

行
う
会
計
専
門
指
導
（
自
主
監
査
）
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

�
　

昨
年
、
各
地
で
相
次
い
で
発
生
し
た

豪
雨
及
び
震
災
な
ど
の
災
害
の
教
訓
か

ら
、
社
協
や
施
設
等
に
お
け
る
災
害
発

生
時
の
対
応
及
び
連
携
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、

災
害
発
生
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

�
　

県
域
の
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
と
し

て
、
平
成
十
八
年
度
を
初
年
度
と
す
る

五
カ
年
の
計
画
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
企
画
課
）

災
害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
方
針
の
検
討

次
期
県
社
協
中
期
推
進
計
画
の
策
定

増　　減前年度予算額本年度予算額会　計　単　位

１,６８９,２４４８,５３９,７４８１０,２２８,９９２一 般 会 計

△　５１６９９,５６３９９,０４７公 益 事 業 特 別 会 計

△　１,４３９３６,４３０３４,９９１収益事業特別会計（事業収支）

△　３３,４００７６６,０２０７３２,６２０生 活 福 祉 資 金 特 別 会 計

△　３,２０６２３,４６０２０,２５４県 単 生 活 福 祉 資 金 特 別 会 計

１４,１９４９０,４４７１０４,６４１生活福祉資金貸付事務費特別会計

３２０,５５７３４０,４０２６６０,９５９離 職 者 支 援 資 金 特 別 会 計

△　１５,２６１１５,２６１０離職者支援資金貸付事務費特別会計

１,９７０,１７３９,９１１,３３１１１,８８１,５０４合 計

平成17年度総合資金収支予算書 （単位：千円）

特集
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WS
＆
PICS

NEWS　
　＆

　　　TOPICS

神奈川県の福祉部と衛生部は「保健福祉部」に生まれ変わりました！
　神奈川県では、少子・高齢社会において、子どもからお年寄りまで、障害のある方もない
方も、県民誰もが住み慣れた地域や家庭で、健康で安心し、自立してくらしていかれるよう、
保健・医療・福祉サービスを総合的に提供できる体制を整備するため、本年３月まで設置さ
れていた、「福祉部」と「衛生部」が再編し、「保健福祉部」として新たにスタートしました。

組織と主な業務

ねらい１ 安心してくらせる少子・高齢社会に向けた保健・医療・福祉の体制整備を行います

◇健康で生きいきとくらせるしくみづくり（県民の健康づくりや「がん対策」の一体的推進）
◇安心して子どもを生み育てることができるしくみづくり（子どもや家庭に関係する事業の一体的推進）
◇高齢者が安心してくらせるしくみづくり（高齢者施策と介護保険制度の一体的推進）

ねらい２ 時代の変化に的確に対応し新たな課題に取り組むための体制整備を行います

◇次世代を担う保健・医療・福祉人材の養成や育成のしくみづくり（福祉人材と保健・医療人材の一体的養成）
◇県民の安全、安心の確保に向けた機能強化（災害時の要援護者対策と災害時医療等の一体的推進）
◇新たに取組みを求められている課題への対応（自閉症児者対策への新たな取組み等）

ねらい３ 効率的で効果的な執行体制を整備し県民の皆さんへのサービスの向上をめざします

◇社会福祉事業者等に対する指導、監査機能の強化（社会福祉法人や介護保険事業者に対する監査・指

導体制の一体化）

【課　名】 【主な業務】

※県立病院課は、新たに設置された「病院企業庁」に移行

保

健

福

祉

部

子ども家庭課 次世代育成支援、保育サービスの拡充、児童虐待の防止、ひとり親家庭対策、小児医療
費助成

福祉監査指導課 社会福祉法人や介護保険・支援費事業者に対する監査・指導、団体の指導

健 康 増 進 課 健康づくり、がん対策、母子保健・栄養改善・歯科保健・老人保健、疾病対策、感
染症・結核・エイズ対策

地域保健福祉課 地域保健・地域福祉に関する企画の推進、保健・医療・福祉人材の育成、保健福祉情報

保健福祉部の所管行政の企画・調整、防災・健康危機管理・災害時医療保健福祉総務課

高 齢 福 祉 課 高齢者施策の推進、介護保険制度の運営、高齢者施設の整備・運営指導、在宅高齢
者福祉、介護予防・生きがい対策

医 療 課 医療の安全確保、救急医療体制整備、保健医療計画、病院の開設許可・医療法人の
認可、国民健康保険指導、老人医療施設指導

生 活 援 護 課 生活保護、遺族援護、ホームレス対策、原爆被爆者対策

生 活 衛 生 課 食品の安全性の確保、安全で良質な飲料水の確保、理・美容所など環境衛生施設の
衛生の確保、動物愛護管理の推進

薬 務 課 医薬品の適正使用と献血の推進、医薬品等の安全性の確保と薬物乱用の防止、薬局
・医薬品に関する許可

障 害 福 祉 課 障害児者の自立支援、障害児者の地域生活・社会参加への支援、精神保健福祉

保
健
福
祉
部
の
３
つ
の

ね
ら
い
と
主
な
取
り
組
み
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読�
者�
の�

－

フ
レ
ッ
シ
ュ
！
フ
レ
ッ
シ
ュ
！－

　

四
月
か
ら
福
祉
施
設
に
転
職
す
る
。

　

初
め
て
の
業
界
を
前
に
、「
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
初
心
」
を
確
認
し
て
お
こ
う
と

思
っ
た
。
他
の
人
は
ど
う
か
知
ら
な
い

が
、
私
は
、
今
ま
で
に
初
心
を
し
っ
か

り
記
憶
し
て
き
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か

ら
だ
。

　

今
ま
で
に
経
験
し
て
き
た
職
業
は
、

企
業
の
営
業
だ
っ
た
。
就
職
の
際
に

は
、「
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
、
初
心
の
確
認
を

怠
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
年
月
の
経

っ
た
今
、
一
体
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目

指
し
て
い
た
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
覚
え
て

い
な
い
。

　

初
心
を
覚
え
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
仕
事
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
か

っ
た
と
思
う
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
く
る
こ
と
が
で

き
た
。
け
れ
ど
、
何
を
目
指
し
、
ど
こ

ま
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

れ
で
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
は
な
く
な
っ

た
時
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
し
、

戻
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

で
は
、
転
職
先
の
福
祉
施
設
で
何
を

目
指
し
て
い
き
た
い
か
。

　

転
職
を
考
え
た
き
っ
か
け
は
、
営
業

の
接
客
に
あ
っ
た
。
私
は
、
お
客
様
と

話
を
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
も
っ
と

楽
し
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
た
。

け
れ
ど
、
そ
の
相
手
と
は
、
商
売
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
楽
し
ん
で
い
る

だ
け
で
は
ダ
メ
だ
っ
た
。

　

商
売
と
は
関
係
な
く
、
相
手
を
思
い

や
り
、
自
分
が
楽
し
む
こ
と
で
相
手
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
こ
と
が
福
祉
業
界
に
進
ん
だ
き

っ
か
け
だ
っ
た
。
こ
の
思
い
こ
そ
、
私

が
福
祉
施
設
で
目
指
し
て
い
き
た
い
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。

　

皆
が
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
、
楽
し
い
福
祉
を
実
現
す
る
こ
と
。

今
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
初
心
」
を
し
っ

か
り
覚
え
て
い
よ
う
と
思
う
。（と

か
げ
）

NEW
＆

TOP

受講料
職　種　別階　層　別

開催時期
（月）研　　　修　　　名

社協相談職
指導員介護職施設長

経営者幹部中堅新任

有♪♪♪６新任施設等職員研修Ⅰ「基礎」

階

層

別

研

修

有♪♪♪７新任施設等職員研修Ⅱ「概論」
有♪♪♪８新任施設等職員研修Ⅲ「各論」
有♪♪♪２新任施設等職員研修Ⅳ「フォローアップ」
有♪♪♪未定新任施設等職員研修「特別研修」
有♪♪♪６中堅職員研修Ⅰ
有♪♪♪１０中堅職員研修Ⅱ
有♪８～１２法人施設マネジメント研修Ⅰ
有♪８～１２法人施設マネジメント研修Ⅱ
有♪♪♪♪９～１１スーパーバイザー育成研修

専
門
研
修

有♪１０～１１職場内研修担当者研修
有♪♪♪♪未定対人援助技術研修
有♪♪１１～１２サービス提供責任者育成研修
有♪♪♪♪未定救急法研修
有♪７～３ホームヘルパー（訪問介護員）１級課程養成研修【県指定】資格取得

研　　修 無♪８難病患者等ヘルパー養成研修〈県委託〉
有１～５介護支援専門員実務研修【県指定】介護支援

専 門 員
研　 修 テキスト代のみ

♪♪♪９～２介護支援専門員現任研修基礎Ⅱ〈県委託〉
♪♪♪９～２介護支援専門員現任研修「専門課程」〈県委託〉

有♪♪♪８～９介護支援専門員実務研修受講試験準備講習会準　 備
講 習 会 有♪♪♪１０～１１介護福祉士資格取得準備講習会

【お問合せ】研修研究課　�０４５－３１１－１４２９・ＦＡＸ０４５－３１３－０７３７

平成17年度「かながわ福祉人材研修センター」研修事業一覧

　NEWS
＆　

TOPICS　　　
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県
社
協
の�

商
品
力
を
高
め
て
イ
メ
ー
ジ
戦
略

　

三
月
十
四
日
、
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
総

会
。
昼
下
が
り
の
会
議
室
に
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
・

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
十
名
の
顔
が
そ
ろ
い
、
一
年
半
に
渡

る
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
年
前
の
夏
、
協
議
会
で
は
中
堅
職
員
育
成
の
一

環
と
し
て
、
職
員
が
自
ら
考
え
た
テ
ー
マ
で
研
究

し
、
自
信
を
高
め
る
と
と
も
に
、
成
果
を
施
設
で
の

利
用
者
支
援
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
研

究
会
の
開
催
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
応
募
し
た
職
員

は
、
仕
事
上
の
悩
み
や
疑
問
、
夢
を
持
ち
寄
り
、
自

ら「
販
路
拡
大
」と
「
新
規
自
主
製
品
の
開
発
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
て
、
研
究
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

授
産
施
設
の
製
品
は
、「
安
い
」、「
稚
拙
」、「
安
易
な

発
想
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
お
り
、
職
員

も
利
用
者
も「
福
祉
だ
か
ら
…
」と
甘
え
て
き
た
の
が

現
状
で
す
。し
か
し
、「
か
わ
い
そ
う
」、「
お
付
合
い
」、

と
買
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
だ
け
で
は
、
今
日

の
市
場
で
は
、
ま
す
ま

す
製
品
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
福
祉
的
」
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
報
告
で

は
、
高
品
質
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
心
が
け
、
付
加

価
値
の
高
い
製
品
を
相

応
な
価
格
で
販
売
す
る

こ
と
に
、
い
か
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
を
中
心
に
発

表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
の

か
、
製
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
見
直
さ
な
く
て
良
い
の

か
な
ど
、
本
年
三
月
の
研
究
会
終
了
後
も
、
メ
ン
バ

ー
で
自
主
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
ま

た
、
研
究
会
の
成
果
が
評
価
さ
れ
、
四
月
以
降
、
新

た
な
研
究
会
を
発
足
す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

小
さ
な
芽
だ
っ
た
初
め
て
の
試
み
。
今
、
次
の
芽

を
着
実
に
育
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

※
商
品
の
お
問
合
せ
は
�　

－

　

－

１
４
２
４
ま
で 

０４５

３１１（
社
会
福
祉
事
業
課
）

　

民
生
委
員
児
童
委
員
分
野
別
研
修
会
を
、
三
月
十

四
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
分
野
を
限

定
し
、
そ
の
中
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
テ
ー

マ
に
行
う
も
の
で
、
今
回
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形

式
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、「
自
閉
症
」
の
正
し
い

理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
よ
こ
は
ま
・
自
閉
症
支
援
室
室
長
の
関

水
実
さ
ん
よ
り
、
自
閉
症
の
定
義
を
中
心
に
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
関
水
さ
ん
は
、「
自
閉
症
は
生
ま

れ
持
っ
た
『
障
害
』
で
す
。『
親
の
関
わ
り
が
希
薄
だ

っ
た
た
め
』と
か『
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
状
態
』、

な
ど
、
誤
っ
た
認
識
を
し
て
い
る
人
が
非
常
に
多

い
。
ま
ず
自
閉
症
児
者
の
行
動
を
知
り
、
そ
の
状
況

に
あ
っ
た
援
助
が
必
要
」
と
、
正
し
い
理
解
に
立
っ

た
支
援
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
自
閉
症
で
あ
る
息
子
さ
ん
を
も
つ
、
横
浜

や
ま
び
こ
会
会
員
の
望
月
節
子
さ
ん
よ
り
、「
差
別

の
な
い
社
会
に
送
り
出
し
た
い
」
と
い
う
強
い
信
念

の
も
と
、
数
々
の
ご
苦
労
の
中
で
周
囲
に
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
こ
ら
れ
た
様
子
を
、
温
か
な
笑

顔
と
共
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
れ
ら
の
話
を
踏
ま
え
、
自
閉
症
児
者
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
設
題
と
設
問
を
例
示
し
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。
日

頃
、
私
た
ち
が
何

気
な
く
伝
え
よ
う

と
す
る
内
容
や
行

為
が
自
閉
症
児
者

に
は
理
解
し
に
く

い
こ
と
や
、
目
に

見
え
な
い
障
害
ゆ

え
の
支
援
の
難
し

さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
好
機
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
が
、異
な
る
地
域
の

情
報
交
流
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
、
参
加
者

の
声
か
ら
も
強
く
感
じ
た
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
生
活
支
援
担
当
）

「
自
閉
症
」
を
正
し
く
理
解
す
る

消費者ニーズを徹底研究して開発された商品
（ハマ焼きマグカップ〈左〉・梅干し〈右〉）

日頃の民生委員活動に役立つ内容に
熱心に聞きいる参加者の皆さん
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　間もなく定年を迎える『団塊の世代』を見据え、①活動への参加
のきっかけづくりへの支援、②活動の継続・活発化に向けた支援、
③高齢者の社会貢献活動の推進の重点課題を設定し、本県の特徴で
ある都市型高齢社会に相応しい特性を生かした健康生きがいづくり
への支援を、６つの新規事業を加えた事業展開で推進します。

明明明明明明明明明明明明明明るるるるるるるるるるるるるるくくくくくくくくくくくくくく活活活活活活活活活活活活活活力力力力力力力力力力力力力力ああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるる長長長長長長長長長長長長長長寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののの実実実実実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現現現現現にににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててて明るく活力ある長寿社会の実現に向けて
～平成17年度事業のご紹介～かながわ長寿社会開

発センター�

高齢期の
健康と生

きがいづ
くり�いきいきはつらつ！
�

を応援す
るコーナ

ーです。
�

シニアの仲間づくりを支援します
　シニアの仲間づくり活動の広がりを促進する
ため、「仲間づくりフォーラム」の開催や、高齢
者サークルを通じた「地域活動参加マニュアル」
を作成し、サラリーマンシニアの退職後の生き
がいづくりや活動への参加のきっかけとなる情
報の提供を行っていきます。
　また、「シニアグループのネットワーク支援」
を行い、定例会の開催など活動を活発に続ける
ための学習や、相互の情報交換の場を設けるほ
かに、機関誌を発行し広く情報提供を行い、シ
ニアグループを支援します。

活動の継続・活発化に向けた支援をします
　高齢者のスポーツを通じた生きがいづくりを
支援することを目的に、「ゆめかながわスポー
ツ健康シニアフェスタ（仮称）」を開催します。
　また、高齢者の文化活動の支援と、県民の高
齢者福祉に対する理解を深めてもらうことを目
的に、「第１回かながわシニア短歌大会（仮称）」
を実施します。

高齢者の社会貢献活動を推進します
　高齢者の地域活動、社会貢献活動に対するニ
ーズを踏まえ、高齢者の持つ経験・知識・技術

等を発揮し、社会的役割を果たせる仕組みづく
りに取り組んでいきます。

　ご紹介した事業のほかにも、別表の事業も含
め、高齢者の健康生きがいづくり、仲間づくり
を、関係機関・団体との協働・連携により事業
展開を図ります。

活動への参加のきっかけづくりへの支援

・仲間づくりアドバイザーによる高齢者サークル
の支援

・高齢者サークル活動に関する情報の収集・提供
・高齢者向けインターネットパソコン講習会の開催
・仲間づくりフォーラムの開催

活動の継続・活発化に向けた支援

・「第４回かながわシルバー美術展」の開催
・「第１８回全国健康福祉祭ふくおか大会」への選手
団の派遣

明るい長寿社会づくり推進機構の運営

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

�　

－

　

－

８
７
３
４

０４５

３１１

　
 　

－

　

－

６
３
０
２

FAX
０４５

３１２

U
R
Lhttp://www.nenrin.or.jp/kanagawa

『
シ
ニ
ア
情
報
特
派
員
』
募
集

　

当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
身
近
な
地

域
の
情
報
を
発
信
し
て
い
た
だ
け
る
「
シ
ニ
ア

情
報
特
派
員
」
を
募
集
し
ま
す
。
お
す
す
め
の

イ
ベ
ン
ト
や
四
季
の
便
り
な
ど
、
シ
ニ
ア
の
た

め
の
お
役
立
ち
情
報
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
投
稿
内
容

①
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
②
お
す

す
め
グ
ル
ー
プ
情
報
、③
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋（
生
活
に

役
立
つ
雑
学
等
）、④
私
の
日
頃
の
活
動

を
ご
紹
介（
趣
味
や
得
意
技
等
）、⑤
私

の
発
見（
四
季
便
り
等
）

■
応
募
資
格

　

○
十
七
年
四
月
一
日
現
在
六
十
歳
以
上

で
県
内
在
住
の
方

　

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
、
電
子
メ
ー

ル
の
送
受
信
が
日
常
的
に
可
能
で
あ

る
方
（
連
絡
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

お
持
ち
の
方
）

　

○
電
子
メ
ー
ル
で
右
記
の
情
報
を
当
セ

ン
タ
ー
宛
に
提
供
で
き
る
方

■
応
募
方
法　

随
時
電
子
メ
ー
ル
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

センターから
の
お
知
ら
せ

いきいきシニア
を応援します！
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「けあコミキッズ」のホームページをご紹介します

　㈱東芝社会貢献室が運営する、子どもたちに「介護」を楽

しく、分かりやすく伝えるサイト。老人ホームの訪問の仕方

や心構えが学べる「老人ホームへ行こう！」や、紙芝居を使

った介護知識の紹介、高齢者の目や耳の状態を体験できるコ

ーナーなどもあります。 http://c-kids.toshiba.co.jp/care/kids/

「けんかを忘れた子どもたち」
平井信義　著

「福祉資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/
～「新着情報コーナー」ができました。ぜひご利用ください ! ～

今月の福祉資料室
BOOK

BOOK

図　
　

書

資　
　

料

�

★
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

に
お
け
る
Ｓ
Ｓ
Ｔ
の
方
法
（
北
川
清
一
他　

編
、
福
島
喜
代
子
、
相
川
書
房
）

障
害
者
等
の
社
会
と
の
関
係
づ
く
り
を
援
助

す
る
方
々
に
と
っ
て
、
必
要
な
技
術
と
手
順

を
ま
と
め
、
演
習
の
進
め
方
を
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
一
冊
。

★
ケ
ー
ス
研
究　

の
事
例
〜
福
祉
現
場
か
ら
の

101

声
（
前
田
崇
博
・
吉
井
珠
代
、
久
美
出
版
）

★
先
進
事
例
に
学
ぶ
〜
介
護
事
業
の
経
営
改
革

術
（「
ミ
ズ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
編
集
部
、
ヒ
ュ

ー
マ
ン
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
シ
ス
テ
ム
）

★
平
成　

年
度
海
外
研
修
報
告
書
集（
第　

回
）

16

３２

（
�
中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
）

★
相
談
援
助
職
の
た
め
の
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
入
門
（
バ
ー
バ
ラ
・
Ｊ
・
ホ
ル
ト
、
白
澤
政

和
、
中
央
法
規
）

★
高
齢
者
福
祉
施
設
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
マ
ナ

ー
実
践
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
（
東
京
都
社
協
老
人
福

祉
部
会
）

★
施
設
解
体
宣
言
か
ら
福
祉
改
革
へ
〜
障
害
を

も
つ
人
へ
の
支
援
も
介
護
保
険
で（
田
島
良
昭
、

ぶ
ど
う
社
）

★
発
達
障
害
白
書
2
0
0
5
（
日
本
知
的
障
害

福
祉
連
盟
、
日
本
文
化
科
学
社
）

★
全
国
知
的
障
害
関
係
施
設
名
簿
2
0
0
4
・

2
0
0
5
（
�
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
）

�

★
和
歌
山
県
民
福
祉
意
識
調

査
〜
報
告
書
（
和
歌
山
県
社
協
）

社
協
活
動
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
県
民
が

福
祉
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
関
心
を
も
ち
、

期
待
を
し
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、
よ
り
良

い
社
協
活
動
を
行
う
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
実
施
し
た
意
識
調
査
報
告
書
。

★
神
奈
川
の
障
害
児
教
育
資
料
〜
平
成　

年
度

16

（
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
）

★
釜
山
訪
問
記
録
集（
か
わ
さ
き
の
ハ
ル
モ
ニ
、

ハ
ラ
ボ
ジ
釜
山
訪
問
団
他
）

★
平
成　

年
度
社
会
福
祉
施
設
の
人
材
確
保
に

16

関
す
る
需
要
調
査
報
告
書
（
本
会
）

★
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
２
０
０
４

報
告
書
（
相
模
原
市
社
協
）

★
第
4
回
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
全
国
交
流
集
会

﹇
報
告
集
﹈（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
全
国
連
絡
会
）

★
平
成　

年
版
介
護
労
働
者
の
働
く
意
識
と
実

16

態
（
�
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
）

★
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク（
全
国
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

★
城
山
町
障
害
者
福
祉
計
画
（
城
山
町
民
生
環

境
部
福
祉
推
進
課
）

★
都
道
府
県
、
主
要
市
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

協
働
環
境
に
関
す
る
調
査
報
告
書
（
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｏ

Ｅ﹇
人
と
組
織
と
地
球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
﹈）

町田福祉専門学校
非常勤講師　田口久美子

すなど、悲しいことばかりです。今、大
人たちは真剣に子どもや子育てのことを
考える時期なのではないでしょうか。
　今の「よい子」は、本当に「よい子」
なのでしょうか。本書は事例を通しその
危険性を述べるとともに、本当の「よい
子」を育てていくためのヒントをたくさ

　最近、世間を震撼さ
せるような子どもの事
件が続いています。子
どもが子どもや親を殺

ん示してくれていま
す。子育てだけでな
く、今を生きる大人や
自分の姿にハッとさせ
られたり、反省させら
れたりします。
　子育てと自分の生き
方を考えるため、お母
さんや保育関係者にぜ
ひお勧めの一冊です。

１９９２年刊、ＰＨＰ出版
現在販売されておりません
（福祉資料室で閲覧・貸出可）
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役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
３
月　

日
・
①
理
事
の
推
薦
、
②

２２

監
事
の
推
薦
、
③
評
議
員
の
選
任
、
④
本
会
職

員
旅
費
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
案
）、

⑤
本
会
個
人
情
報
保
護
規
程
の
制
定
、
⑥
本
会

事
務
局
職
員
の
給
料
月
額
の
特
例
に
関
す
る
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
案
）、
⑦　

年
度

１６

一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算
（
案
）、

⑧　

年
度
本
会
会
費
、
⑨　

年
度
本
会
事
業
計

１７

１７

画
並
び
に
収
入
支
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

◇
評
議
員
会
＝
３
月　

日
・
①
理
事
の
選
任
、

３０

②
監
事
の
選
任
、
②　

年
度
本
会
会
費
、
③　

１７

１７

年
度
本
会
事
業
計
画
並
び
に
収
入
支
出
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

第　

回
身
体
障
害
者
協
力
登
山
会

25
◇
開
催
日
＝
５
月　

日
�

２９

◇
場
所
＝
山
梨
県
「
平
尾
山
」

◇
募
集
＝
①
車
い
す
を
利
用
さ
れ
な
い
身
体
障

害
者
の
方　

人
、
②
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
中

５０

学
生
以
上
）　

人
２５０

◇
参
加
費
＝
①
無
料
、
②
一
般
６
千　

円
、
学

５００

生
３
千
円
（
往
復
バ
ス
料
金
、
交
通
費
全
般
、

保
険
代
等
を
含
む
）

◇
問
合
せ
＝
山
岳
集
団
ベ
ル
ク
ク
ラ
ブ

�
０
４
６
５－

　

－

０
４
１
６
（　

時
以
降
）

２３

１８

　

０
４
６
５－

　

－

６
２
９
０

FAX

２３

第
３
回
関
東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
会
議

◇
内
容
＝
将
来
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
う
で
あ
ろ
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
担
う
べ
き
役
割
と
今
後
の
あ
る
べ
き
方
向
を

議
論
す
る
（
基
調
講
演
、
分
野
別
・
課
題
別
分

科
会
等
）

◇
対
象
＝
障
害
児
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
従
事
者
（　

人
）

１５０

◇
日
時
＝
７
月　

日
�
〜　

日
�

２３

２４

◇
会
場
＝
県
社
会
福
祉
会
館

◇
参
加
費
＝
２
千
円
（
資
料
、
初
日
昼
食
代
含
）

◇
問
合
せ
＝
も
や
い
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
担
当 ：

植
草
）

�
０
４
６
７－

　

－

２
３
１
１

２３

　

０
４
６
７－

　

－

２
２
２
８

FAX

２３

nformation

一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。�

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221 横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内　（045）461－0101 代表�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX（045）441－1527

谷　口　　榮�
谷　口　嘉　弘�

代表取締役会長�

代表取締役社長�

学
部
社
会
福
祉
学
科
▽
田
中
良
平
▽
脇
隆
志
【
交
通
遺
児
援
護
基

金
】
▽
横
浜
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
㈱
▽
�
神
奈
川
県
指
定
自
動
車
教
習

所
協
会
【
神
奈
川
県
児
童
福
祉
文
化
体
育
協
会
へ
】
▽
�
神
奈
川

県
経
営
者
福
祉
振
興
財
団
【
と
も
し
び
基
金
】
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ

㈱
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
松
が
丘
店
・
塚
原
店
▽
木
内
宗
雅
代
理
人
弁
護
士
滝

本
太
郎
▽
ス
リ
ー
エ
フ
日
ノ
出
町
駅
前
店
▽
済
生
会
若
草
病
院
▽

と
も
し
び
シ
ョッ
プ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
店
▽
神
奈
川
県
教
職
員
組
合

▽
�
全
日
本
不
動
産
協
会
神
奈
川
県
本
部
▽
�
不
動
産
保
証
協
会

神
奈
川
県
本
部
▽
文
月
会
▽
吉
田
哲
彦
▽
沼
倉
清
治
▽
菅
井
良
幸 

（
計
三
、
一
七
五
、
九
六
〇
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会
▽
住
友
生
命
保
険

相
互
会
社
横
浜
南
支
社
▽
横
浜
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
泉
寿
荘
内

「
泉
寿
通
信
友
の
会
」
▽
横
浜
市
総
合
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
内
グ

ル
ー
プ
お
お
き
な
木
売
店
木
か
げ
▽
福
田
恵
利
▽
内
田
徹
▽
高
橋

小
清
▽
高
橋
弘
子
▽
原
田
三
郎 

（
敬
称
略
）

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　“ニーズを解決する職員やチームの取り組みこそが、高齢者福祉の
専門性を高める”その取り組みを発表し、学びあい、新しい介護へ挑
戦をし続ける力を「かながわ」から創造したい…そんな願いからスタ
ートした本大会。これまでの発表数は合計２３２題、昨年は学生からの
発表もありました。
　ぜひこの機会に、日ごろの研究成果を発表してみませんか？

【日　　時】平成１７年７月１５日�　９時３０分～１６時５０分
【会　　場】パシフィコ横浜会議センター
【応募資格】高齢者福祉施設・介護保険事業所の従事者、福祉関係者、

学生等
【発表時間】１０分（質疑応答の時間は含まず）質疑応答３分
【発表方法】口頭発表又はパワーポイント（他機材の使用不可）
【参 加 費】５，０００円
【〆 切 り】５月３１日�
【本年度の発表テーマ】
①『食』に関する取り組み
②ケアの質の向上
③認知症ケア
④ターミナルケア・医療との連携
⑤アクティビティ
⑥相談援助・ケアプラン・自立支援
⑦小規模多機能・地域密着
⑧施設経営・業務改善と効率化
⑨新型ユニットケア・グループケア
⑩在宅支援・介護予防　など

【問 合 せ】社会福祉事業課　�０４５－３１１－１４２４　FAX０４５－３１２－６３０２
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〈第３回大会・参加者の声〉

○ 同じケアワーカーとして、皆さん
頑張っていると大変励みになりま
した。是非多くの人々に広く参加
して頂きたい。（職員）

○ 課題に取り組み苦労しながら成
果を挙げたことについて発表し、
評価を受ける。職員の生き甲斐だ
と思います。(職員)
○ どの発表も学ぶことが多く、今後
の自分の就職先選択の良い参考と
なりました。（学生）

「第４回かながわ老人福祉研究大会」での発表者を募集します！「第４回かながわ老人福祉研究大会」での発表者を募集します！ 【
一
般
寄
付
金
】
▽
青
年
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
▽
上
智
大
学
文
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学
習
障
害
等
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
学
校

湘
南
ラ
イ
ナ
ス
学
園
（
藤
沢
市
）

新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

入所更生施設Ｓ（厚木市）

　
 
広  
汎 
性
発
達
障
害
（
Ｌ
Ｄ－

学
習
障

こ
う 
は
ん

害
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ－
注
意
欠
陥
・
多
動
性

障
害
、
高
機
能
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ

ー
症
候
群
）
等
の
方
々
（
以
下
、
学
習

障
害
等
）
を
支
援
す
る
、「
発
達
障
害
者

支
援
法
」
が
今
月
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
方
々
は
、
こ
れ
ま
で
制
度

の
受
け
皿
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
支
援

の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
に
く
い
状
況
に

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
性
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
行
動
等
に
問
題

を
抱
え
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
誤
解
や

偏
見
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
う
し
た
障
害
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
の
教
育
支
援
を
行
う
、
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
・
湘
南
ラ
イ
ナ
ス
学
園（
以

下
、
学
園
）
の
吉
崎
芳
郎
理
事
長
に
活

動
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
学
習
障
害
等

の
正
し
い
理
解
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
！

　

学
園
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ

ナ
ス
の
会
は
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
、

藤
沢
市
で
学
習
障
害
等
や
不
登
校
の
児

童
生
徒
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
知
的
な
遅
れ
が
な
い
の
に
、
認
知

的
に
偏
り
が
あ
る
た
め
に
集
団
生
活
が

難
し
い
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
に
上
手

く
適
応
で
き
ず
、
不
登
校
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
持
つ
親
か
ら

の
、
教
育
的
支
援
を
求
め
る
声
を
受
け

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
学
園
で
は
、

内
部
ス
タ
ッ
フ
の
中
心
に
、
教
育
や
心

理
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
分
野
の
専
門

家
を
置
き
、
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
子

ど
も
の
個
性
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
」
と
吉
崎
さ
ん
。

　

学
習
障
害
等
が
原
因
で
、
環
境
に
馴

染
め
な
い
た
め
に
起
る
二
次
的
な
障
害

を
防
ぐ
た
め
に
、
学
園
で
は
、
環
境
づ

く
り
に
特
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
置
か
れ
て

い
る
立
場
を
理
解
し
て
い
ま
す
の
で
、

非
常
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

社
会
の
無
理
解
か
ら
そ
れ
が
報
わ
れ

ず
、
傷
つ
き
、
孤
独
な
状
況
に
置
か
れ
、

困
難
を
伴
っ
た
成
長
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
子
の
お
こ
し
て
い
る

問
題
だ
け
で
な
く
、
状
態
、
特
性
を
把

握
し
た
上
で
支
援
す
る
こ
と
、
あ
り
の

ま
ま
の
姿
で
い
い
と
認
め
て
あ
げ
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
『
個
』
を
尊
重
す
る
支
援
が
な
さ

れ
れ
ば
、
障
害
の
特
性
を
個
性
の
範
疇

と
し
て
、
十
分
伸
ば
す
こ
と
が
可
能
と

な
る
の
で
す
」
と
言
葉
を
続
け
ま
す
。

　

今
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
園
の
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
、
小
田
原
市
に
学

習
障
害
等
の
子
ど
も
の
小
・
中
・
高
一

貫
教
育
を
行
う
、
全
国
初
の
私
立
学
校

も
開
校
し
、生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て
い
く
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
、
周
囲
の
方
々
の

学
習
障
害
等
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
是
非
、
温
か
い

目
を
も
っ
て
支
え
て
欲
し
い
」
と
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　
　
（
企
画
課
）

湘
南
ラ
イ
ナ
ス
学
園

�
０
４
６
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w
w
.linus.or.jp/

m
ain.htm
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－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL：www.yasue-sekkei.co.jp

３月に行われた学園主催の教育シンポジウムでは、子ど
もたちが日頃の成果をミュージカルで発表しました
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